
次の単項式や多項式は，それぞれ何次式かいいなさい。１
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次の多項式の項の数と，それぞれの項をいいなさい。２
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次の計算をしなさい。３
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次の計算をしなさい。４
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[ ��，\ ��のとき，次の式の値を求めなさい。５
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次の等式を��　��内の文字について解きなさい。６
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次の連立方程式を解きなさい。７
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次の連立方程式を解きなさい。８
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次の連立方程式を解きなさい。９
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次の計算をしなさい。10
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次の計算をしなさい。11
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次の計算をしなさい。12
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奇数と偶数の差は奇数になることを，次のように説明しました。 � �にあてはまるもの13

を入れなさい。

　P，Q �を整数とすると

　　　奇数は� ，偶数は��Q

　と表される。このとき，これらの差は

　　� 
��Q �� 
��

　 �は整数だから，�� 
��
　は奇数である。

　よって，奇数と偶数の差は奇数である。


